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清 酒 麹 ア ミ ラ ー ゼ 力 價 の 測 定 法 に つ い て

足 立

序

有 （橡 式 飾 ｝安碯 武 之 助商 店 ）

論

　 ア ミ ラ ”ゼ 力價 の 測定 法 に つ い て は 多 くの 報告が あ る が Wohlgemuth ，照 井 氏 變 法 に 於 て は 紫色 の 消失 す る

終點 を比 色計 （本報告 で は 日立 の 光電比色計 を用 い た ）に よつ て 決定 し，R （波長670m μ） の フ ィ ル タ ー
， 10mm

の cubet で 透過率 （T ） が 66％ の 點 と して あ る．

　本報告 で は 其 の 透過攀 と澱粉分
・
解 に 璽す る時 聞 との 間 に一定 の 規則的 な關 係 が あ る こ と を見 出 し，こ れ に よ り

清酒醸造 に 當 り 多 數 の 試 料 を測定す る に 便 利な方 法 を述 べ た ， 更 に こ の 方 法 は 糊精分解力の 測定に も適用出來た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 贄 　驗　之 　部

　 （A ） 原　　　理

　透過 攀 と澱粉分解 に 要す る 時間 との 聞 の 規則的な開係 に つ い て は 後述 す る が （第 1 圖 ， 本文 〔標準 曲線〕を參

照）， こ の 關係 に もとづ き Wohlgemuth 法 に て 反應開始後一定 時 間經過 した 時 に 反隱液 を n 一ドで 呈 色 して 透過

牽 を測定す るの み で紫色 の 淌失す る反隲終點 に 至る迄 の 時間 を算出 し， 酵素力 （Wohlgemuth 力價） を知 る方

法 を述 べ る．

　 （B ） 糊精 化力測定法

　 a ） 試 　　　藥

　1） 反應基質； 1g の リ ン b ナ ー可 溶性 澱 粉 を約80ccの 蒸溜
1

撮 こ て 充 分 煮沸 し，濾 過 後 ，20cc の ク エ ン 酸，燐

酸 ソ ーダ 綾衝液
1） を 加えそ の 02cc を ド記 の N ！4000　a 　一ド液10ccに 加え て N12000 ヨ ード液 を 比 色羇 照 とし て 15

℃ ，10，nln の cubet 　670mμの フ ィ ル タ ーで 透過牽 を測定 し12％ とな る もの を用 い る．

　2） 酵素液 ；50g の 清酒 麹 を pH 　6．0， 2％食鹽水
e） に 弗化 ソ e ダ の の 0．3％を 加え て 室澀 で 2 時 聞浸 出，濾遇

し，適當 に 加水 （必要 なら綏画液 を加 え る） し ， 冷藏庫 に 貯 え る．

　3）　 ヨ　一・ド ，
ヨ ードカ リ液 ； 10％ HCI を 0．5％含む N ／2000 ， 及び N 　／4000　＝　一一ド，

　 u 冖ドヵ り液 （pH 　1．8−−

2．0） を用 い ろ．

　 b）　反　　　應

　Wohlgemuth 法 に從 い 澱粉液10ccを試驗管 に 取 り， 40℃ に 保ち ，O．5ccの 酵素液を加え て 3 分後 に 10％ HCI　O．2

cc を 加えて pH 　L8 〜2．oとな し て 酵素作用 を止 め ， 其 の o．2ccを 10ccの N ／4000　H 一ド液 に 加 えて N12000 　N 　
一ド

液を饗照 と し て R （670m μ） の フ ィ ル タ r−
t　 10．nm の cubet ，15℃ で透過 寧 ．（T ）を測 定 す る．
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（足 立 ） 清 酒 麹 ア ミ ラ ー ぜ 力 偃 の 測 定 法 に つ い T （449 ）

　 c ） 計　算　方　法

　lccの 酵素液 iこ て 3吩 閤に 分解 され る1％

可溶性澱粉液の ce 數 ， 皀口ち Wohlgemuth

側 まD 欝 一 10・c （闘 液 量）・ 1／O・5（鞣

量）× 3013（時間 ）xt ／to × 100・・200X

　但 し t： 透過寧 T を測定せ る 反應液 の 反

應時 間 （3 分 ）．t。 ：逶過摩 66％ とな る迄 に

要 す べ き時 間，

　夊第 1岡 よ り X ＝：tfto 歯10D ≡ f（T ／T ⊂，）

　 邸 ち 第 1 鬪 よ り T に 相當す る X を知れば

W ・h19 ・m ・ th 價lt　Dlll − 200X （・ ・）と し

て 求め 得 る ．

　 〔C ） 糊精分解力測定法

　 a ） 試　　　藥

　 1） 反隲基質 ； 市販 の 鑛酸分解 の 白色糊

精粉末 を氷 に 溶解煮沸 し て 凋過 し ，
65〜55

％
4） の メ チ ル ア ル コ ール で 精製沈澱 さ し た

白色粉末 を澱粉液と同毀に 處理 し て 1％糊

10
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Fig ．1 ．　 Relat三〇 n 　betwee 瓰 intensity　of　color

　　 and 　 equivalent 　 ratio 　 of 　time．

0 50　　　　　 100

　　　x ＝t！t．x100

精 液 とな し ， B （460n1μ）の フ ィ ル タ ー
で 透過率11．5％の もの を用い る．

　2） 酵素液 ； 糊精化力測定に 用 い た も の と 同 じもの を用 い る．

　3）　ヨ
ード，

ヨ ードカ リ液 ； 糊精化力測定 に用い た N 　12000　B 　一・ド，
ヨ ードカ リ 液 を用 い る．

　b） 實驗方法 及 び計算

150

　糊精化 力 測定 の 場合 と同壁な操 作 で 行 うが ，糊精分 解反 應液 o．4ccをN ／2000 ヨ ード液 10ccに 加え，其 の 赤色 渭

失 點 を B （460m μ）の フ ィ ル ターで 透過搴45％ と假定す る．然 る時 は 液化力と全 く同康に して 相對的糊精分解力

を Wohlgeniuth 價の 如 く表 し得 る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本 法 の檢討並び に標準曲線 ．

　1） 本 法 を使用す るに 當 嫉 口何な る條件 の 範翼内 で 透 過挙 と澱粉分 解時 聞 との 聞 の 規 則的な 閣係 が成立 す るか

を知 るた め ， 湿度 （40， 30 ， 20 ， 104C），　 pH （7．0，6．O， 5．0，
4．0） の 夫 々 に つ き一

定時間毎に T を測定 して グ

Tab ：e 　l．　 Relation　between　T 　and 　X ，　using 　the 　filter　R 　or 　B 　at 　various 　pH
」vAlues 　and 　temperatures ．

filter filter　R　（670　1丁 μ）

〜丶．．一一．一．− 　 　 T ％
　 　 　

丶丶．．−　　　　　　　　 20
Condition　＼

＼ ．

Temperature

（pH 　5．0）

pH

（25℃ ）

403020m7

．06

．09

．04
．0

2925四
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％

盤
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s
畿騨 蓼剰 ・・87
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．154

．7

50

73 ．877
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（450） （足立） 清 酒 麭 ア ミ ラ 冖 ゼ カ 慣 の 測 定 法 に つ い て

ラ 7 を作 り，こ れ よ りT が 20，
30，40

，
50

，
60，66， 70，80％ な る時 の X …t／to× 100 を算出 して 比較 し た 結果

第 1表 の 如 く， 上 記條件内 で は 各 T に 對 す ろ X が 夫 々 近 似 した 數 値 とな り，．T とX の 間に 常 に
一

定 の 規 則的闘係

が 成立す ろ こ とを 見出 し得 た．從 つ て ，此等 の X の 不 均値 を用 い て ， T −X の 標準 曲線 を 製作 し，又 其 の 誤 差 も

便用範園 で は 3％ を越えない （第 1 表）．

　2） 使用す る酵素液 の 種類 に よ る，標 準 曲線 の 變動 を考 慮す るた め，清 酒用配麹 と ， 同掛麹 に つ い て ，
T −Xの

關係 を求 め て も（第 2 表 ）， 標準曲線 の 形状 に は變化なきこ とを知 つ た か ら，清 浬釀造に 當 り充分利用出來 る と思

われ る．

　　　　　　Table 正，　 Comparison 　 of 　T・X 　relation 　between 　Moto・koji　 and 　Kakekoji ．

filter filter　R 丘1ter　 B

kindsT

％

Moto ・koji

Kake−koji

20

27．327
．0

黔

48．445

．0

40

58．859

．8

50

71．570

．5

60

89．787

．3

66

100100

25

76hδ

3

30

4555

35

68．165

．7

45

100100

55

129．8130

．2

65

170．4171

．2

3） 蟹驗躁 作 よ り來 る 誤差に つ い て は，比 色樹 照標 準液 とな る
’
N ／2000 ヨ ード液 の 濃度 の 變動 を R ．B の フ ィ

ル ターに っ き檢討し， 34a一ド液 を ， 澱粉 ， 糊精で 呈 色 した液 に つ い て も，ヨ ー1：ma，又 は 澱粉
’．
糊精 液 の 濃 貶

を夫 々 變化 させ て 其 の 透過攀 （T ） の 變動 を測定 した ， （第 3 表）が 賢用上差 つ か えない と思われ る．

　　 Table 夏．　 Changes　of 　electrophotomet τic　va ！ues 　caused 　by　the　variatioti 　of ．concenttation ．

Tvalue
　　　Standard

　　　　SOlutio コ

（for　comparison ｝

Test　 soludon F訌terVariatiOn
　Of 　re 工at 三Ve 　COnCentratiO 口

（％）　of 　starcb ，
　dextrin　or 　jodine

105　 100195
　　　　　　　　　　　　　…

90

Water
N ！2000jod
　 S ：）！utio 口

RB ＞96　　 96

82．8 　　　82噂5

N12000 　jod
　 8〕lution

Nf2000 　jod
　 Sつ1ution

1％ starchsolution 十 N12000　jo【贈solutio 耳 R

・％D ・… i… 1・ ti・・ 啣 2… 」・d
“

s。1・・1・ nl　 B

1111

1％ starch
箭

solution 十 N12000 　jod　sol ロtion 　 R

1％dextrin “

solut ゴion ＋N12000　jっd　solution 　　B

0111

1111

．51111

．5

96＞　　96＞
822 　 　 81．5

2311 2411

11　　　　 11．5

珥 ．5　 　 13 ．0
尸

NRelative
　 concentration 　is　 changed 　 irom 　90　to 　105％．

　4）　ヨ ード呈色 し た 液け 20℃ ，1時間放置 し て も透過葷 の 變動は 測定出來 なか つ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　 察

　1） 本 法 に 用 い る酵 素 液は 北原氏
s）等 の 報告 に もある如 く多種類の ア ミ ラ ーゼ の 混合物 で ， 其 の 作用 も康 々 で

あ ろ うが ， 清酒麹に つ き單に其 の 糊精化力 糊精分解力を測定す る場 合T 一X 標準 曲線 け 實用上一定 と見倣 し得 る．

2） Wohlgemuth 法 の 條件 で 糊精化力 を 測定 し た後 に 殘 る赤色 の 變化か ら糊精分解力 を 求め る こ とは 出來 な

い ，なぜ な ら糊精分解力 は糊精化力 に 先行出來ない か も知れ ず如 何 に 弓量い 糊精分解力も糊精化力が 弱 い と そ の 制

限 を 受 け て 測定 値 は 無意昧 となるか らで あ る．

　3） 本 法 に 用 い る 基 質は 常 に一定 の ヨ ード呈色 の 透過 牽 を 與え る 様な濃度の もの を作 つ て 用い ね ば ならない ．

　4） 糊精分解力 を Wohlgemuth 價 で 表現す る こ と は糊精化力
・
と比 較す る に便で あ る．

　5） 反應終點 を示 す Te （66又 は45％）の 値は 反贐基質の ヨ ード呈色液 の 色調 を N測 し，其 の 變色點 の 透過犂 を

測つ て 便宜的に 規宝 した もの で 理 論的 根據は な い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 翼　　　　　約

　本 法 は 清酒麹 の ア ミ ラ ーゼ 力價 を測定す ろ方 法 と し て ，從來 の Wohlgemuth ，照井氏 變 法 を基礎 と し ， 更 に 簡

單に 多數の 試料 を測填し得 る様に した もの であり ， 前者に 於 て は 碁質の ヨ ード染 尊の 變色す る犀應 絡黠を追つ て
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時 間 を 測定 した の に 對 し，本 法 で は 時間を一定 と な し， ヨ ード染 色 液 の 透 過 葷 か ら反 隲 終 點 に 至 る時 間 を グ ラ フ

に よつ て算出す る方法 で あ る．

　 更に 本法 に 於け る計算 の …蝉 となろグ ラ フ に つ い て 橄討 を加え，こ の 標準曲線は 反隲す る pH 　7．0−・4 ．0 ， 淵度

40−・10℃ で は 不變 で あ る こ と を認 め た ．夊酵素液 の 穣顱 に つ い て は 清酒醸造用麹 に 關す る 限 り大差ない こ と を認

め た，

　終 りに 臨み ，御指導 ， 御便撻 を賜 bまし た， 照井，寺本兩歡授 ， 小 田 助歡授並 びに 研究室の 佐瀬，僑凪 氏 に 深
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・
　　　　　　　　　 丈 　　　　　献

1）T ．MuNs 泡Y 　BAcK ，　W ．　E 　STARK 　and 耳oBERT 　E ．　SCALE ： Anal ．　Chem 。20，
56 （1948）．　　 2） 北 原 ，

村 田 ： 本 誌 ，
31，349 （1953）．　　 3）松島釟

一
： 本誌 ， 28

，
91 （1850）．　　 4）二 國二 郎 ： 澱粉仙學 ，

331，
「
5） 北 原 ： 本 誌，27， 1（1949）．　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 （昭 和 29 ， 9，7 受 理 ）

麹菌 の 胞子形成 に 關す る研究　（第 2報 ） CZAPEK 改 變培 地 に っ い て （1）

　　　　　　　　　　　　　 根　　　Z巨　　 武 　　　．雄　（廣島大 學 工 學 部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま　 え 　が 　き

私は 前報 D で ， 麹菌 の 胞 予形成に關 して の 基本條件と して ， 種植條件，培 i醐 度，養基量 を檢討し kL 本報 で

け ，、更に CZAPEK ・agar を基 礎 と し た 改變培地に つ い て ，胞 子形成 の 試驗 を行 つ た 結果 に つ い て 報告する ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 LpH の 影 響・

　CzAPEK ・agar は前報 の 處方 で は pH 　6附近 となるが ，
　 pH 　2〜 9に 調製 し て ，

　 sporulatbn に野す る影響 を見

た．（Tab ．1） pH は殺菌後
’｛ ト リ皿 に 分 け 固め る 直前 に HC1 及 び K2COa で謂 節 した．其 他 の 試 瞼 方 法 は 前報

に 準ず る．

　　　　　　　　　　　　　　　　 Table 　I．　 Sporulation　at 　pH 　2− 9．

pHld ・・e・ 。f・in・ub ・… n 2 3 4 t 5 6

　　 co1or
，
　CQnidi ユ

2．O　mycelia

　 　 　 tota1

SfG 　 　 2．4　 MG
　 　 　 118．3

　 　 　 127．4

15．3　　 KG 　　 20．1　　KG （DG ）22．8　　DC （KG ）16，1

79．4　　　　　　　　74．与　　　　　　　　59．7　　　　　　　　59．9
137．2 　　　　　　　150．5 　　　　　　　145．9　　　　　　　120．8

　　 colort 　 conidia

3．O　 mycelia

　 　 total

PGG ・2 ．1　　 M【G

　 　 　 124 ．2

　 　 　 169．9

29，8　　 KG 　　 32．5　　DC （KG ）30．9　　YO
，
OC 　 31．3

85．5　　　　　　　　72 ．3 　　　　　　　　65 ．2 　　　　　　　　60．6

198．1　　　　　　　　　195 ．2　　　　　　　　　　i82．0　　　　　　　　　178．9

　 　 color ，
　 conidia

4 ．O　 mycelia

　 　 totaI

DSfG 　 　 5 ，2　 　 KG

　 　 　 13e．5

　 　 　 150．2

30．1　　 KG 　　 32 ．4　　DC （1（G）30．9　　YO （SO ）29．1

86．8　　　　　　　　　　74．5　　　　　　　　　　69．3　　　　　　　　　　64，8

200．6　　　　　　　　　　197 ．0　　　　　　　　　ユ86．1　　　　　　　　　178．8

5．0color
， conidia

myce 星iatotal

　　　　・

PGG 　　 8 ．β
　　　　 126．8
　 　　 　 158 ．2

MG 　　 38．2
　　 　　 　86．4

　　　　 230．8

KG 　　　31．8
　 　 　　 　81．4

　　　　 201．6

DC （KG ）27．8

　 　　 　　 74．7

　　　　 179．8

YqSO 　 25．3

　 　　 　　 63．5

　　　　 159．1

　 　 color ，　conidia

6．O　 rnycelia

　 　 tota1

SfG　 　 4．3　 　 MG

　 　 　 141．9

　 　 　 158．2

26。7　　KG 　　 27．9　　 DC
』
　 24．7　　SO

118．2　　　　　　　　 99．4　　　　　　　　 89．6

219 ．1　　　　　　　　 204 ．9　　　　　　　　 183．0

24．281

・6 、
173．1

　　 color ，
　conidia

7。O　 myceliq

　 　 total

SfY 　 　 1．O　 　 MG

　 　 　 141．2
　 　 　 145．0

25．O　　 KG 　　　26．2　　DC （YO ）25．4　　SO （YO ）24．3

120．3　　　　　　　　　　98．2　　　　　　　　　　90．8　　　　　　　　　　85．0
214．8　　　　　　　　　197．2　　　　　　　　　186 ．8　　　　　　　　　176．8
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